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小
幡
先
輩
の
記
念
大
会

に
、
合
気
道
部
か
ら
メ
ン
バ

ー
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ト
ロ
ン
ト
到
着
の
次
の
日

か
ら
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（J

a
p
a
n
e

s
e

C
a
n
a
d
i
a
n

C
u
l
t
u
r

a
l
C
e
n
t
r
e

日
系
文
化
会

館
）
で
多
く
の
方
と
け
い
こ

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

相
手
は
私
よ
り
長
い
間
、

合
気
道
を
続
け
ら
れ
て
い
る

方
ば
か
り
。
小
幡
先
輩
は
指

導
中
に
「
受
け
」
と
し
て
私

を
使
っ
て
く
だ
さ
り
、
得
難

い
経
験
と
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

小
幡
先
輩
は
温
厚
で
、
指

導
熱
心
な
方
で
す
。
合
気
道

を
通
じ
て
、
カ
ナ
ダ
の
人
々

に
慕
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
。

講
習
に
は
カ
ナ
ダ
人
以
外

に
も
イ
ギ
リ
ス
や
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
か
ら
い
ら
し
た
方
も
い

ま
し
た
。
け
い
こ
が
終
わ
れ

ば
み
ん
な
と

一
緒
に
食
事

を
取
り
、
多

く
の
方
と
交

流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
外
国
の

方
は
み
な
さ

ん
気
さ
く
で

す
。
私
の
英

語
が
拙
か
っ

た
た
め
、
う

ま
く
会
話
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
交
流
は
ほ
ぼ
毎
晩
行
わ

れ
た
た
め
、
合
気
道
だ
け
で

な
く
英
会
話
も
上
達
し
た
の

で
は
な
い
か
と
信
じ
て
い
ま

す
。け

い
こ
の
最
終
日
に
は
各

国
の
道
場
に
よ
る
演
武
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

素
晴
ら
し
い
演
武
で
し
た
。

ま
た
、
合
気
道
部
顧
問
の
田

中
茂
穂
先
生
（
明
治
神
宮
至

誠
館
名
誉
館
長
）
の
演
武
も

あ
り
、
田
中
先
生
の「
受
け
」

も
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
自
分
の
未
熟
さ

に
赤
面
。
ま
だ
ま
だ
、
け
い

こ
不
足
で
あ
る
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

け
い
こ
の
後
は
現
地
の
ガ

イ
ド
の
案
内
で
ナ
イ
ア
ガ
ラ

を
観
光
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝

を
眺
め
つ
つ
現
地
の
料
理
に

舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
で
は
合
気
道
を
通

じ
て
多
く
の
方
と
交
流
す
る

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
小
幡
先
輩
を
は
じ

め
、
援
助
を
い
た
だ
い
た
Ｏ

Ｂ
の
諸
先
輩
方
や
カ
ナ
ダ
の

み
な
さ
ま
、
遠
征
に
ご
助
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

宗教学と中国宗教史の研究をして

いるので、ここ何年もの間、夏休み

になると中国各地の道教系の山岳聖

地を、研究仲間の先生方といっしょ

に登って調査しながら、具体的な自

然環境（地形や景観や風や水や気の

流れ）の中での身体と意識、感性と

思想と言葉の問題を考えている。

調査は、北京や上海のような大都

市に行くのとは違っていろいろ面倒

やたいへんなこともあるけれど、汗

だくで歩いた後に、山の清澄な空気

や風を受け高く開けた空を眺めると

たいへん気持ちがよく、こういう場

所を特に選んで修行していた人たち

の気持ちや感覚が少しはわかってく

る気がする。こうしたことは、研究

室で文献を読んでいるだけではな

く、現地に行って実際に歩いてみな

ければわからない。

人間が具体的な環境の中で、世界

を言語的に認識してゆく。宗教思想

には、すべては意識が作り出してい

るものだと考える立場もあり、宇宙

も世界も人間も人間が作ったわけで

はない共通の言語的な秩序によって

作られていて、普段は隠れているそ

の秩序に同化すること、その秩序が

産出される超越的な次元に達するこ

とで、根源的な力と自由が得られる

と考える立場などがあるが、言語や

意識が身体や世界のあり方と深く関

わっていることや、そうしたあり方

は多層的で多様であることをいうこ

とはおおむね共通している。

中国で深い山にこもって気功や瞑

想の修行をしていた人たちもそうい

う人たちであったようである。

＊全文はＬＬ研究室ホームページで

長
年
、カ
ナ
ダ
で
活
躍
し
た
合
気
道
部
Ｏ
Ｂ
の
小
幡
宰
さ
ん（
昭

４６
経
営
）
の
合
気
道
指
導
４０
周
年
を
記
念
す
る
研
さ
ん
大
会
が
９

月
１
、
２
の
両
日
、
ト
ロ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
、
合
気
道
部
員
５
人

が
参
加
し
た
∥
本
紙
５
０
５
号
既
報
。主
将
の
大
野
知
昭
さ
ん（
文

４
）
の
カ
ナ
ダ
訪
問
記
を
紹
介
す
る
。
ほ
か
の
参
加
者
は
以
下
の

通
り
∥
敬
称
略
。
▽
高
宮
城
彬
（
経
済
４
）
▽
鳥
羽
潤
（
商
２
）

▽
望
月
淳
平
（
法
２
）
▽
高
取
慧
（
同
）

痴
漢
に
遭
遇
し
た
時
、
性

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
時
に

ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た

ら
い
い
か
―
―
。
そ
の
対
処

法
と
し
て
護

身
術
を
学
ぶ

講
習
会
が
１０

月
２３
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
初
め
て

開
催
さ
れ
、

女
子
学
生
１７

人
が
参
加
し

た
。
多
摩
警

察
署
員
ら
５

人
が
講
師
を

務
め
た
。

署

員

は

「
ま
ず
、
性

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
行

動
を
す
る
な
ど
、
普
段
の
心

が
け
が
大
切
。
そ
の
う
え

で
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か

け
た
。

参
加
者
は
、
相
手
か
ら
腕

を
つ
か
ま
れ
た
時
、
そ
の
腕

の
手
五
指
を
開
き
、
相
手
の

腕
を
振
り
ほ
ど
く
「
内
回

し
」
「
外
回
し
」
や
、
後
ろ

か
ら
抱
き
つ
か
れ
た
時
に
相

手
の
足
を
踏
ん
で
対
処
す
る

方
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
護
身

術
の
基
本
を
練
習
し
た
。

参
加
し
た
浅
川
由
加
里
さ

ん
（
文
４
）
は
「
護
身
術
は

覚
え
る
の
が
意
外
と
簡
単
。

実
際
に
い
ざ
と
い
う
時
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
た
。

〈
書
道
研
究
会
〉

鳳
祭
選
抜
展

▽
期
間
∥
１２
月
１
日
（
土
）

～
１３
日
（
木
）
１０
時
～
１６
時

３０
分
▽
会
場
∥
専
修
大
学
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
多
目

的
ホ
ー
ル

〈
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
〉

第
４６
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月
１
日
（
土
）

１８
時
３０
分
開
演
▽
場
所
∥
狛

江
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
▽
演
奏

曲
目
∥J

O
H
.
B
.
K
o
K

「
マ

ン
ド
リ
ニ
ス
ト
の
生
活
」
ほ

か
８
曲

〈
混
声
合
唱
団
カ
ッ
パ
コ
ー

ラ
ス
部
〉

第
５４
回
定
期
演
奏
会

▽
日
時
∥
１２
月
１２
日
（
水
）

１７
時
３０
分
開
演
▽
場
所
∥
川

崎
市
多
摩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
プ
ロ
グ
ラ
ム
∥
合
唱
ス
テ

ー
ジ
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
テ

ー
ジ

人
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
を
も
た
ら
す
微
生
物
を

総
称
し
て
病
原
微
生
物
と

言
い
ま
す
。
病
原
微
生
物

に
は
細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、

真
菌
、
原
虫
な
ど

多
く
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
病
原
微
生
物
に

よ
る
感
染
症
の
治

療
に
用
い
ら
れ
る

薬
剤
の
ひ
と
つ
に

抗
生
物
質
が
あ
り

ま
す
。

１
９
２
９
年
の

フ
レ
ミ
ン
グ
に
よ

る
ペ
ニ
シ
リ
ン
の

発
見
を
契
機
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く

の
抗
生
物
質
が
開
発
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
抗

生
物
質
が
す
べ
て
の
病
原

微
生
物
に
有
効
な
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
ウ

イ
ル
ス
薬
は
非
常
に
少
な

く
、
ひ
と
昔
前
に
は
ウ
イ

ル
ス
に
効
く
薬
は
な
い
と

い
っ
て
よ
い
状
況
で
し

た
。最

近
に
な
っ
て
や
っ
と

少
し
ず
つ
抗
ウ
イ
ル
ス
薬

が
開
発
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
現
在
我
々

が
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で

き
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
オ
セ
ル
タ
ミ

ビ
ル
（
タ
ミ
フ
ルⓇ

）
や

水
痘
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

ア
シ
ク
ロ
ビ
ル
な
ど
数
種

類
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
生

じ
る
疾
患
に
は
、
麻
疹
、

風
疹
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
多
く
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
般
的
な
か
ぜ
も

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
種
類
が

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治

療
は
、
解
熱
薬
や
鎮
痛
薬

な
ど
の
対
症
療
法
が
中
心

と
な
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
で
何
よ
り
も
大

切
な
こ
と
は
、
も
と
も
と

身
体
が
持
っ
て
い
る
病
気

に
対
す
る
抵
抗
力
、
免
疫

力
を
効
果
的
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。と

に
か
く
安
静
を
保
っ

て
無
理
を
し
な
い
こ
と
、

食
事
と
睡
眠
を
十
分
に
と

る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

（
保
健
室
）

自
転
車
盗
難
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も

学
生
部
は
１０
月
１６
日
、
自

転
車
盗
難
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
駐
輪

場
で
行
っ
た
。

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
９
号

館
、
１０
号
館
と
北
グ
ラ
ウ
ン

ド
入
り
口
に
駐
輪
場
が
あ

る
。最

近
、
無
施
錠
で
の
駐
輪

が
多
く
、
本
年
１
月
か
ら
８

月
ま
で
起
こ
っ
た
多
摩
区
の

自
転
車
盗
難
２９
件
中
１６
件
が

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
で
発

生
し
て
い
る
。

当
日
は
学
生
団
体
Ｓ
Ｉ
Ｖ

（
専
修
生
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
学
生
ら
７
人
が
多
摩

警
察
署
員
の
指
導
の
下
、
同

署
か
ら
提
供
さ
れ
た
ワ
イ
ヤ

ー
錠
２
０
０
本
を
「
盗
難
に

気
を
つ
け
よ
う
」
と
予
防
を

呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
と
と
も

に
配
っ
た
。

▲ 各国の人々が集った研さん大会

トロントで世界の人々と合気道けいこ

小幡宰さん指導４０周年記念大会に参加

ウイルス感染症の治療

合
気
道
部
主
将

大
野

知
昭
（
文
４
）

▲

大
野
さ
ん
（
後
列
右

端
）
ら
専
大
合
気
道
部

メ
ン
バ
ー
。
前
列
右
か

ら
２
人
目
が
小
幡
さ
ん

▶

け
い
こ
が
終
わ
れ
ば
交
流
も

◀

ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
付
け
る
学
生

護
身
術
講
習
会
に

女
子
学
生
１７
人
参
加

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

護身術の指導を受ける女子学生

言
葉
と
意
識

鈴木 健郎 商学部准教授

（文１）
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